 [冬のソナタの人達] 会則
・第1章　総則
  第1条 (名称)

     本会は [冬のソナタの人達]に称して、別称は '美しい人達', 略称は 'B-Ones'にする.
第2条 (目的)

　　ドラマ '冬のソナタ'を愛する人達から出発した本会は、国境を超越して、大韓民国のドラマを愛して、ドラマを通じて出会いを持つノンプロフィット同好会として、会員相互間の団合と親睦企図を通じて、仲がいいヒューマンリレーションズを形成すると同時に、肯定的な考え方と積極的な生の態度を持とうとする。
  第3条 (所在)

   本会の所在地は 'www.beautifulones.org'のドメインが指定された所在地である。
・第2章 事業
　本会は第2条の目的を成すために次のような事業をする。
  第4条 (OFF会)

　1. 定期OFF会、臨時総会、定期総会。
　2. 親睦企図と情報交換のための行事。
　3. その他、本会の目的に必要だと考えられる諸般の集まり。
  第5条 (活動)

　1. 本会はインターネット上のONラインとOFFライン活動を兼ねる。
2. www.beautifulones.org の掲示板を通じてONラインとOFFラインの

活動を公開する。
3. OFFラインの活動は定期OFF会と撮影地見回りなどがあり、撮影地見回り

と定期OFF会を同時に進行することができる。
4. その他、会員親睦企図のための行事及び、本会目的に必要だと考えられる

諸般の事業ができる。
・第3章　会員の資格と管理
  第6条 (資格)

　1. 本会の加入は大韓民国ドラマを愛する人なら誰も可能である。
　2. 会員加入による承認及び管理は運営スタッフで行う。
　3. 会員本人の意思による脱退は、自らの脱退手続きによって成り立つ。
4. 本会の会員加入手続きによって情報を入力してIDを受けて加入処理にな

れば予備会員の資格を持つ。
5. 会員としての義務は最小限の個人情報(e-mail)を運営者に提示し、会則を

守って掲示板での礼節を守ってすべての活動に関心を持つこと。
　6. 本会の会員は予備会員、正会員、創立会員に区分される。
　7. 会員の権利は第8条に準ずる。
  第7条 (区分)

1. 予備会員 : 加入手続きによって利用者IDを受けた会員で、ドラマ関連各

             種自由掲示板で読み取りとレスが可能である。
　2. 正会員 : 本会の加入承認になった会員の中で年会費を出す会員で、すべての掲示板に接近が可能で、本会のすべての事業に参加することができる。年会費納付がない時には会員等級が調整される。
　　　       
正会員の申し込みと年会費納付は年1回を原則として 、1回の追加申し込みを受けつける。
　3. 創立会員 : 本会の創立の時、創立基金を寄付した会員で永久正会員資格と最高議決権を持つ。
また本会の存立と関連決定権を持つ。

4.創立年度に限り、予備会員と正会員の区分は猶予期間（お試し期間）を置く、施行時期は運営会議で決める.
  第8条(管理)

　1. 加入 : 第6条に基づいた会員の資格を有する者で、ONライン加入手続きによる所定の手続きを経って会員の資格を持つ。
　2. 脱退 : 会員本人の意思によってONライン脱退を申し込んだ場合、特別な事由がない限り会員の資格を喪失する。
　3. 除名 :本人の意思と関係なく運営会の議決によって会員資格を喪失する場合は次のようです。
　　1) 本会の会則を違反した者
　　2) 本会の名誉を毀損させるとか失墜させた者
　　3) 会員間の結束を阻害し、分派、分党行為をする者
　　4) 会員申し込みの記載事項に虚偽が現われた者
　　5) 他会員のサービス利用を邪魔した者や不便を甚だしくもたらした者
　　6) 他会員の脱退を誘導するとか、原因を提供した者
　　7) 本会で取得した内容を不必要に口出し、流布、商業的に利用した者
　　8) 本会議目的と主旨に深刻に違背された行為をする者
　4. 脱退や除名が決まると、即時、本会と係わる財政と会計、事業などのすべての権利を喪失して、
　　再加入は原則的に不可能とする。

  第9条 (権利と義務)

　1. 本会のすべての会員は会則を守って、本会の目的を果たすのに寄与する責任と義務を持つ。
　2. 正会員は本会議すべての活動に参加して、意見を開進する権利を持って各種掲示板を利用することができるし、
　　　議決権、選挙権、被選挙権が与えられる。
　3. 諸般権利と義務はONラインでの活動を前提にして、その活動可否によってOFFラインで活動を認められるこができる。
  第10条 (掲示物の管理)

　1. 会員たちの掲示物は掲示者の著作権を認めるが、本会に帰属させて管理する。
　2. 本会の品位を損傷させる不健全な内容や虚偽性を持った文、商業的な掲示物等は 状況によって通報なしに削除される。
　3. 掲示板の動画と写真資料は営利目的に使わない。
　4. 会員が他人の名誉を毀損するとか、肖像権,著作権等の知的財産権を侵害するなど、 他人の権利を侵害することによって発生する問題に対しては、本会は民刑事上の責任を負わない。
・第4章 役員
  第11条 (役員と任期)

　1. 本会のすべての役員は正会員だけが被選資格を持つ。
　2. すべての役員の任期は 1年で会計年度の始末のようで、

連任及び重任が可能だ。
　3. すべての役員は新しい会期開始前に選出する。
　4. 運営者の任期は本会の尊属期間と等しい。
　5. 役員の構成は次のようだ。

　　1) 運営者(ウェッブマスター) 兼、代表 1人
　　2) 総務 1人
　　3) 掲示板担当者 2人
　第12条 (選任と管理)

　1. 役員は運営者が正会員内で推薦して総会で議決する。
　2. 投票権を行使しない正会員の投票権は棄権で処理する。
　3. その他、役員の弾劾訴追は総会の一般的な議決手続きによる。
　4. 会の発展のために顧問及び監事と外国語会員の活動を助けるための言語別会員代表を選任ができる。
  第13条 (責務)

　1. 運営者は本会を代表してサイトを運営と管理などすべての職務を総括、管掌する。
　2. 総務は本会のすべての行事内容を記録、保管して財政全般に関する業務を遂行して、
　　　定期的な会計報告の義務を持つ。
　3. 会計報告は毎年、決算と予算報告 1回以上,毎分期別会計報告を原則にして、財政収入と支出に係わる事業が発生の時は事業終了時、執行内訳と決算を報告する。
　4. 掲示板管理者は掲示板を通じて会員間の意思疎通と掲示物の效率的な管理をする。
・第5章 会議及び議決
  第14条 (総会)

　1 .総会は定期総会と臨時総会で区分、総会召集は代表職権や運営委員 1/3以上、あるいは正会員 10人以上の同意で召集する。
　2. 定期総会は 1年 1回以上開催、その日時は運営会議で決めるが最小 20日前に公告する。
　3. 臨時総会が必要な場合、運営会議の議決を経って、臨時総会を開催する。
　4. 臨時総会,定期総会は運営会議の議決をして、ONラインあるいは、OFFラインで開催する。
　5. 総会は出席人員の過半数で次の事項を議決する。
　　1) 会則の制定と改訂
　　2) 予算、決算の承認

　　3) 役員承認

　　4) 本会の目的達成のための主な事案
　6. 総会を不参加する正会員は事前に公告された総会案件に対して可否意思をONラインで 明らかにすることができるし、この時は出席有效に認める。

  第15条 (運営会議)

　1.すべての役員は運営会議の委員になる。
　　　運営スタッフは透明な会計のために監事を行い、選挙進行、各種仲裁と正しい決定のために 顧問を置くことができる。監事と顧問は常任を原則で兼ねることができる。

　2. 運営会議は代表(運営者)や運営委員 2人以上の同意で召集することができる。
　3. 運営会議は 2/3以上の出席と出席過半数で次の案件を発議あるいは議決する。
　　1) 事業計画樹立及び予算案樹立、執行
　　2) 会費及び負担金の決定
　　3) 会費納付及び追加納付期限と時期の決定
　　4) 総会及び定期OFF会、行事等、本会のすべてのOFF会に対する決定
　　5) 会則改訂や会員管理に対する事項
　　6) 会員の表彰、懲戒,除名などの事項決意
　　7) 運営上、要求される細則樹立
　　8) その他、重要な事項

　4. 運営会議の結果は掲示板に公知して、会議内容を整理し公開することを原則とする。
　5. 運営会議はいつも代表性と鮮明性を維持するように努力する。問題発生の時、公正性を立証しなければならない。
・第6章 財政
  第16条 (管理)

　1. 本会の財政は代表(運営者)と総務が共同で責任管理する。
　2. 代表名義(または ‘美しい人達’)で開設した通帳と印鑑の管理は代表と総務が分けてする。
　3. すべての収入と支出内訳は分期別で決算して掲示板に公開する。
　4. 財政報告は第13条 3項に基づく。
  第17条 (収入)

1. 本会の財政は原則的に創立会員の創立金寄付と正会員の年会費で成り

立つ。
　2. 本会の財政は会員、役員及び後援者の賛助金とその他収益金物品等を支援受けることができる。
　3. 本会の財政拡充のための諸般の事業や行事を施行することができる。
　4. 各種OFF会及び、活動は運営会議の決定によって賛助金や参加会費等を会員から集めることができる。
　5. 各種OFF会の時、発生する参加会費の残余金は該当の会員に換金することを原則として、
　　　該当の会員が承諾する場合、総務に引き継ぎされて会費で運営するようにする。
  第18条 (支出)

　1. 本会のドメインとホスティング使用及び、延長、その他ホームの機能と係わった維持費は創立基金で使用する。
　2. その外、本会の運営と会員間の親睦など会議目的と係わる通常的な経費支出は運営会議で決めて一般財政で執行する。

　3. 本会の会計原則は少ない経費で大きい效果を得るために充実に執行する。
  第19条 (会計年度)

　1. 本会の会計年度は 10月 1日から翌年 9月末までとする。
　2. 会計年度開始後、予算編成にならない場合には前年度予算に基づいて経常費を出費することができる。
　

・第7章 付則
  第20条 (会則改訂)

　本会の会則改訂は第 11条に基づいて改正することを原則にするが、不可避な状況では 12条に基づいて改正する。
  第21条 (細則)

　本会則に明示されない事項は運営会議の議決によって決めるとか、社会通念と慣例に準ずる。
  第 22条(施行)

　本会の会則は代表がONライン掲示板を通じて公布すると同時に発效、改訂日以後から施行する。
　施行 2006年 9月 00日
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